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宇宙天気とは

太陽活動により地球近傍の環境が
変化することを宇宙天気という

太陽フレアに伴う宇宙天気現象と社会影響
（名古屋大学, 2020. Press Releaseより） 2
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あすか衛星の最期の姿勢の解析
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大気抵抗による
姿勢の乱れを
Tomo-e-Gozenで
検知は可能か?
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あすか衛星の軌道高度



地球
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地球

太陽静穏期 太陽活動期

太陽からの紫
外線は弱く、
地球大気の加
熱は小さい

太陽からの紫
外線が増大、
地球大気の加
熱され、大気
全体が膨張

ρ =大気質量密度

ρ小
ρ大

太陽紫外線は太陽
電波F10.7、太陽

プラージュの可視
光放射と高い相関
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天文学会2025年春季年会
https://www.asj.or.jp/nenkai/archive/2025a/session-V3.html

V322a 太陽活動が人工衛星の軌道高度変化に与える影響
田中颯(東京科学大学 / JAXA 宇宙科学研究所)

M33a 人工衛星画像の白色輝点解析による宇宙天気現象の影
響について野澤恵(茨城大学)

https://www.asj.or.jp/nenkai/archive/2025a/session-V3.html


3. NinjsaSat

• X線天文観測のためのCubeSat

•大きさ : 10 cm × 20 cm × 30 cm

•軌道 
• 高度 : 約 500 km

• 軌道傾斜角 : 約 97 deg

• 太陽同期軌道

→ 軌道周期 : 約90分

• GPSを搭載
• 10分に1回位置と速度を記録
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3. GPSとTLE-propagatedによる軌道高度の比較

11

• GPSから算出した軌道高度(動的)

• TLEから伝播させた軌道高度(静的)

• 軌道高度の差(TLE伝搬-GPS)

• 軌道周期2周期分でフィッティング
• 約190分の時間分解能

TLE伝搬とGPSの軌道高度とその差
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うみつばめ衛星の
GPSデータに興味有
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宇宙物体の簡易観測により
軌道の変化から地球大気に与える太陽
活動を推定

予測と観測が一致が多数
(異なる場合の解析が必要)

軌道予測の信頼性(TLE,sgp4)、時刻
観測機器、CMOSカメラの特性

観測に協力者求む
(北が望める場所、7万円程度の機器、
窓の自動開閉)

日没後の1時間後から2時間程度
北極星付近を固定して撮像

0.5秒露出で継続観測(約1万枚)

太陽同期軌道衛星は極のカスプ
領域(オーロラの降り込み)を通過
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太
陽

特定の時間帯に天の北極
付近を通過する宇宙物体
を予測し、夜空を撮影

視野角(3度角)
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2025-05-27 JST 21:18 - 22 の4分間
@北海道なよろ天文台に設置
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そこで観測提案を

9度角

日没一時間後の10分間、天の北極に固定
露出0.2秒間(2fps … 120画像/分) の撮影の提案
(10分 x 120画像 x 84チップ x 9MB ~ 1TB, 2x2bin)

現状の日没直後西の低空観測データの解析希望

0.2秒

9度角
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